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要 旨 国立長寿医療研究センター（当院）において意思決定支援ならびにアドバンスケアプ
ランニング（ACP）に関し，エンドオブライフケアチーム（EOLケアチーム）と

EOLケアリンクナース会（リンクナース会）が活動している．EOLケアチームは，がんに加え，
非がん疾患や加齢や認知症による判断力低下・フレイルの患者を対象に苦痛緩和や意思決定支援
を実践する多職種チームである．現在，筆者が所属している認知症対応病棟では，看護カンファ
レンスやデスカンファレンスの実施，院内の専門職種との連携や調整役，看護職員の教育に携わっ
ている．デスカンファレンスを行い事例を振り返り，学びや次の事例に活かしたいことの共有を
積み重ねることで本人や家族の意思決定支援やEOLケア，患者・家族を支える力が育成され，
患者自身の願いや想いを叶

かな

えることにつながると考える．しかし，個々人や各職種間の価値観の
違いによる対立，短い在院日数の中での患者が望む意思を確認するための時間の少なさ，認知症
の人の意思を確認する看護職員のスキルの差など，ACP活動がスムーズに進まない現状がある．
これらの問題を解決するには入院前，入院中，退院後（在宅）も含めた切れ目のない支援を提供
し，患者が望む生活を継続できるシステムの構築，患者・家族を支え続けられる医療従事者の育
成が重要である．
　これまでの活動を通して，老人看護専門看護師として果たすべき役割，課題解決に向けた提案，
今後の展望を述べる．
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当院の意思決定支援に関わる 
チームと活動内容

1 ．当院の紹介
　国立長寿医療研究センター（当院）の理念は「高
齢者の心と体の自立の促進，健康長寿社会の構築へ
の貢献」である．当院はベッド数301床，看護単位

は 7 病棟である．急性期一般病棟が 5 病棟，回復期
リハビリテーション病棟，地域包括ケア病棟が各 1
病棟である（シンポジウム発表時）．
2 ．エンドオブライフケアチーム活動
　当院には意思決定支援に関わる多職種チームとし
てエンドオブライフケアチーム（EOLケアチーム）
がある．2011年開設当時，医師と看護師，薬剤師に
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